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実行再生産数：1を超えた状態であれば感染は拡大していき、
数値が大きいほど拡大の規模は大きくなる。この値が1未満の状
態であれば感染は収束していき、数値が低いほど収束する。





今、お伝え
したいこと

1．徹底的な3密をなくす

取り組みを

2．具合の悪い人が安心して

休めるように

3．PCR等の検査については、

よく考えながら

4．この状態は2年ぐらい

続いたならと想定を

5．今、社会はどうコロナと

向かい合うといいのか？





３密から「３密プラスαへ」

＋α（呼吸が増す場所（運動などで）、飲酒をする場所など）
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米国における患者の症状の特徴
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10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69

発熱、咳、呼吸苦
いずれか

59.8 68.1 70.1 72.4 73.2 72.3

発熱 35.0 39.6 43.2 45.3 46.2 45.2

咳 41.4 51.1 52.2 54.3 54.7 52.0

呼吸苦 16.3 26.5 28.1 30.3 30.4 30.7

筋肉痛 29.5 41.1 44.1 44.8 40.8 33.3

鼻水 8.1 8.9 7.3 6.6 5.9 5.1

咽頭痛 28.6 28.2 24.8 23.1 19.9 15.7

頭痛 41.9 46.1 43.6 41.9 37.2 28.2

下痢 13.5 19.2 21.3 22.3 22.2 19.8

嗅覚・味覚障害 9.9 13.3 11.5 10.2 8.3 5.6

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/pdfs/mm6924e2-H.pdf

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/pdfs/mm6924e2-H.pdf


症状につい
て最近の
注意点

• 発熱がないから安心という雰囲気があり、
ガイドラインから37.5度以上という表現を
消す方向

• 総合的に体調不良を考える

• 典型的には、発熱、咳、咽頭痛、倦怠感、下
痢。味覚嗅覚障害は非常に特徴的な症状と現
在は認識されている。

• 体調不良があったら、受診するように御願い
する。

• 受診しない場合には、症状がまったくなく
なって48時間（または72時間）を確認して
出勤させる。

• 不定愁訴の人をどうするか。。



一般企業でのガイドラインの留意点

１．今一度、どこが感染リスク、感染拡大リスクが高いかを見直す

２．対策で以下は特に強調する

・発熱している、または24から48時間以内に発熱している、

喉が痛い、咳がでる、下痢しているのような症状のある

労働者が出勤しないこと！

・人が集まる機会は減らす

・感染拡大がみられる際には３密はプライベートでも避ける

３．感染者がでた場合の対応を決める



ある40 代男性の方の感染がわかるまで
（公開情報より）

７月 25 日 都内の接待を伴う飲食店を 2 カ所利用

26 日 都内で過ごした後、○○市の自宅に帰宅。

27 日～28 日 市内の職場に出勤。

28 日 出勤後、○○市内の医療機関を受診。 （発症）

29 日 ○○市内に短時間の外出。

咳、倦怠感、発熱（37℃台）あり。

30 日 市内の医療機関を受診し、健康福祉センターに相談。

帰国者・接触 者外来を案内し、受診。検体採取。

31 日 PCR 検査の結果、陽性であることが判明。



ある30代女性の方の感染がわかるまで
（公開情報より）

７月２７日（月） 自宅

２８日（火） 出勤 学校行事

２９日（水） 発熱（３８．１℃）、頭痛出現 医療機関Ａを受診

３０日（木）～３１日（金） 出勤

８月 １日（土） 自宅 家族行事観戦

２日（日） 味覚障害出現

３日（月） 医療機関Ａを再受診、検体採取

４日（火） 自宅 咳嗽、呼吸困難出現 検査の結果、陽性判明

５日（水） 県内の医療機関に入院調整中
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重症化するまでの経過
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https://crisis.ecmonet.jp/

https://crisis.ecmonet.jp/
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無症状者に
検査が広く
行われるよ
うになった
場合
新たに問題にな
りそうなこと
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1．PCR等検査は、拒否できるのか？

2．PCR検査の結果は誰のものなの

か？（基本的には個人に属する。同意

無しで事業者はもらえない）

3．「安心感」は本当に得られるの

か？

4．陰性だからといって感染対策を

しなくなるリスクはないのか？
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おわりに

•来年３月ぐらいまで状況をみないと今後どうなるかはわか
らない（できるだけ慎重に日々を過ごす必要がある）

•海外で起きている（た）ことはかなり深刻な状況

•差別偏見、分断、怒り、不満などにどう我々は立ち向かう
のか

•コロナ時代を乗り越えた後には、我々の連帯、そして助け
合いを尊ぶ度合いがさらに高まるように

（我々、人間社会は試されているのか？）




